
一

専
攻
学
科
目　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
期
中
世
史

生　

年　

月　

昭
和
五
一
年
一
〇
月

略　
　
　

歴　

平
成
一
一
年　

三
月

東
京
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
卒
業

同　

二
一
年　

三
月

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

同　

二
五
年　

二
月

ド
イ
ツ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
博
士
課
程
修
了

同　

二
五
年　

二
月

D
r. phil.

（
ド
イ
ツ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）

同　

二
五
年　

四
月

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
研
究
員
（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

同　

二
六
年　

五
月

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
特
任
研
究
員
（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

同　

二
七
年　

四
月

青
山
学
院
大
学
文
学
部
准
教
授
（
令
和
四
年
三
月
ま
で
）

同　

三
一
年　

四
月

ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
研
究
所
客
員
研
究
員

（
令
和
二
年
三
月
ま
で
）

令
和　

四
年　

四
月

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授
（
現
在
に
至
る
）

第
一
一
四
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者　
　

菊き
く　

地ち　

重し
げ　

仁と



一
一

D
r. phil. 

菊
地
重
仁
氏
のH

errschaft, 
D

elegation und K
om

m
unikation in der 

K
arolingerzeit. U

ntersuchungen zu den 
M

issi dom
inici (751–888)

（『
カ
ロ
リ
ン
グ
朝

時
代
の
支
配
、
委
任
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

│
│
ミ
ッ
シ
・
ド
ミ
ニ
キ（
七
五
一－

八
八
八
年
）

の
研
究
』）
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

本
書
（H

errschaft, D
elegation und K

om
m

unikation in der 

K
arolingerzeit. U

ntersuchungen zu den M
issi dom

inici (751– 888) 

(M
onum

enta G
erm

aniae H
istorica, H

ilfsm
ittel 31), 2 vols., W

iesbaden: 

H
arrassow

itz, 2021.

）
は
菊
地
重
仁
氏
が
、
二
〇
一
三
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
歴

史
・
文
化
学
部
に
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
を
基
礎
に
し
、
さ
ら
に
八
年

に
わ
た
る
推
敲
作
業
の
成
果
を
加
え
て
、
伝
統
あ
る
ド
イ
ツ
の
「
モ
ヌ
メ
ン

タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
」
叢
書
の
一
冊
（
二
分
冊
）
と
し
て
出
版

し
た
著
作
で
あ
る
。
本
書
の
標
題
を
日
本
語
に
訳
す
な
ら
ば
、「
カ
ロ
リ
ン
グ

朝
時
代
の
支
配
、
委
任
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
│
│
ミ
ッ
シ
・
ド
ミ
ニ
キ

（
七
五
一－

八
八
八
年
）
の
研
究
」
で
あ
る
。

通
例
国
王
巡
察
使
の
名
称
で
知
ら
れ
る
カ
ロ
リ
ン
グ
帝
国
の
国
王
使
節
（
単

数
形
は
ミ
ッ
ス
ス
・
ド
ミ
ニ
ク
ス
、
複
数
形
が
ミ
ッ
シ
・
ド
ミ
ニ
キ
。
以
後
特

に
断
ら
な
い
限
り
「
国
王
使
節
」
と
称
す
る
）
を
主
題
に
し
た
二
巻
構
成
の
こ

の
著
作
は
、
第
一
巻
が
八
〇
頁
に
及
ぶ
史
料
・
文
献
リ
ス
ト
と
二
七
八
頁
の
論

考
か
ら
成
り
、
第
二
巻
が
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
人
物
誌
）
と
索
引
を
収
め

た
七
六
九
頁
で
、
合
わ
せ
て
一
一
二
七
頁
か
ら
成
る
大
著
で
あ
る
。

第
一
巻
の
論
考
部
分
は
全
体
が
三
章
で
構
成
さ
れ
、「
序
論
」
で
は
そ
れ
ま

で
の
ミ
ッ
シ
・
ド
ミ
ニ
キ
に
関
す
る
研
究
史
を
綿
密
・
周
到
に
検
討
し
、
そ
も

そ
も
ミ
ッ
シ
・
ド
ミ
ニ
キ
は
制
度
で
あ
る
の
か
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
ミ
ッ
シ
体

制
の
歴
史
的
位
相
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
ミ
ッ
シ
の
人
材
面
の
実
態
、
他

の
官
職
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
な
ど
一
連
の
解
明
す
べ
き
課
題
を

設
定
す
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
第
一
章
は
主
に
勅
令
と
年
代
記
を
基
礎
史
料
に

し
て
、
国
王
使
節
に
関
す
る
基
本
像
を
再
構
成
し
、
第
二
章
で
は
百
万
平
方
キ

ロ
を
越
え
る
広
大
な
版
図
を
擁
す
る
こ
の
帝
国
の
中
央
と
地
方
を
繋
ぐ
、
支
配

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
の
国
王
使
節
の
多
面
的
な
役
割
を
、
そ

の
活
用
歴
が
明
瞭
な
カ
ー
ル
大
帝
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
敬
虔
帝
、
ル
ド
ヴ
ィ
コ
二

世
、
シ
ャ
ル
ル
禿
頭
王
の
四
皇
帝
の
勅
令
と
書
簡
史
料
を
も
と
に
考
察
し
、
第

三
章
で
は
ピ
ピ
ン
三
世
か
ら
シ
ャ
ル
ル
禿
頭
王
の
息
子
た
ち
ま
で
、
ア
ク
イ
タ

ニ
ア
国
王
ピ
ピ
ン
父
子
も
含
む
、
歴
代
の
支
配
者
の
国
王
使
節
活
用
の
隆
替
を



一
一

時
系
列
的
に
精
査
し
、
九
世
紀
フ
ラ
ン
ク
帝
国
に
お
け
る
統
治
の
歴
史
的
変
動

と
、
国
王
使
節
の
連
関
を
探
究
し
て
い
る
。

第
二
巻
の
索
引
部
分
を
除
い
た
約
七
〇
〇
頁
は
、
国
王
使
節
と
し
て
史
料
に

登
場
す
る
人
物
の
悉
皆
調
査
の
成
果
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
名
前
が
確
定
で
き
る

人
物
四
七
〇
名
の
人
物
誌
と
、
逸
名
の
人
物
七
〇
名
の
関
連
所
見
が
網
羅
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
作
業
に
は
、
当
該
時
代
の
勅
令
や
年
代
記
ば
か
り
で
な
く
、
書

簡
、
証
書
、
聖
人
伝
な
ど
刊
本
、
手
稿
類
す
べ
て
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
、
全

史
料
の
悉
皆
的
な
渉
猟
が
求
め
ら
れ
、
完
璧
に
遂
行
す
る
こ
と
の
甚
だ
困
難
な

作
業
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
あ
る
書
評
子
は
こ
の
作
業
を
「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
的
」

知
的
偉
業
と
讃
え
て
い
る
ほ
ど
で
あ
り
、
今
後
こ
の
問
題
を
手
掛
け
る
全
て
の

研
究
者
が
参
照
し
、
利
用
で
き
る
基
本
資
料
と
し
て
貴
重
な
価
値
を
持
つ
も
の

で
あ
る
。

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
含
む
西
洋
中
世
初
期
の
政
治
構
成
体
を
、

真
に
「
国
家
」
と
呼
び
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
活
発
な
議
論
が
絶
え
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
国
王
使
節
の
仕
組
み
を
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
に

よ
っ
て
は
国
家
論
と
も
切
り
結
ぶ
テ
ー
マ
と
な
る
。

菊
地
氏
は
国
王
使
節
を
「
使
者
・
国
王
代
理
・
全
権
受
託
者
」
の
三
つ
の
役

割
を
具
え
た
存
在
で
あ
る
と
性
格
づ
け
る
。
彼
ら
の
活
動
が
中
央
と
地
方
の
往

還
を
内
実
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
国
王
使
節
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
「
中
央

集
権
国
家
」
を
体
現
す
る
現
象
と
も
見
ら
れ
る
が
、
同
氏
は
国
王
使
節
が
当
初

か
ら
確
立
し
た
「
制
度
」
と
し
て
発
足
し
た
と
す
る
見
方
を
否
定
し
、
現
実
に

解
決
す
べ
き
課
題
に
応
じ
て
、
実
践
的
に
活
用
さ
れ
、
使
者
の
選
任
も
そ
の
都

度
目
的
に
合
致
す
る
形
で
人
選
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
、
極
め
て
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
性
格
の
仕
組
み
で
あ
っ
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
点
は
、

国
王
使
節
が
外
交
使
節
を
含
め
た
他
の
使
者
一
般
と
、
呼
称
（「
ミ
ッ
ス
ス
」）

の
上
で
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
窺
え
る
。

国
王
使
節
の
活
用
に
関
し
て
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
支
配
者
ご
と
に

消
長
が
あ
り
、
例
え
ば
カ
ー
ル
大
帝
の
治
世
後
半
に
は
大
い
に
活
用
さ
れ
、
息

子
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
敬
虔
帝
時
代
に
は
そ
の
仕
組
が
よ
り
構
造
化
さ
れ
た
が
、

活
用
面
で
若
干
の
翳
り
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
末
子
シ
ャ
ル

ル
禿
頭
王
の
治
世
に
は
顕
著
な
復
活
が
見
ら
れ
、
概
し
て
後
の
フ
ラ
ン
ス
王
国

と
な
る
西
フ
ラ
ン
ク
王
国
で
持
続
し
た
と
す
る
よ
う
な
、
国
王
使
節
活
用
の
時

代
的
起
伏
を
明
ら
か
に
し
た
。

国
王
使
節
の
人
物
誌
を
悉
皆
調
査
す
る
の
に
成
功
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
水
準
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
王
と
国
王
使
節
人
材
と
の
関

係
、
国
王
使
節
の
本
来
の
官
職
地
と
派
遣
先
と
の
地
理
的
関
係
、
そ
し
て
数
は

少
な
い
も
の
の
国
王
使
節
の
門
閥
・
閨
閥
拠
点
と
派
遣
先
と
の
関
係
な
ど
が
解

明
さ
れ
、
国
王
使
節
の
具
体
的
把
握
を
格
段
に
深
化
さ
せ
た
こ
と
も
指
摘
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。   

こ
の
仕
組
み
は
支
配
領
域
が
あ
ま
り
に
広
大
で
、
為
政
者
た
る
王
が
常
時
巡



一
一

歴
し
、
支
配
の
要
諦
を
実
践
で
き
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
国
王
の
意
志
を
地
方
に

知
悉
せ
し
め
、
地
方
の
意
向
を
聴
取
し
た
り
、
地
方
の
紛
争
問
題
の
裁
定
を
全

権
委
任
し
た
国
王
使
節
に
代
行
さ
せ
た
り
し
た
と
こ
ろ
に
発
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
往
還
的
支
配
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
装
置
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
そ
の
た
め
教
会
人
と
対
に
な
る
世
俗
使
者
の
選
任
は
、
伯
な
ど
の
当
該

地
方
の
事
情
に
通
じ
、
ま
た
そ
の
地
に
一
定
の
政
治
的
影
響
力
を
持
つ
人
物
の

中
か
ら
選
定
さ
れ
た
。
教
会
人
は
こ
と
に
公
平
な
裁
定
実
施
の
監
督
役
と
し
て

機
能
し
、「
正
義
、
平
和
、
協
調
」
の
実
現
が
期
待
さ
れ
た
。

さ
ら
に
国
王
使
節
は
決
し
て
均
質
な
階
層
を
な
し
て
お
ら
ず
、
様
々
な
社
会

的
地
位
に
属
す
る
者
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
特
徴
的
な
の
は
世
俗
人
の
場
合

は
、「
役
得
」
と
も
称
す
べ
き
一
定
の
利
益
が
任
務
に
付
随
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
裁
判
が
も
た
ら
し
た
罰
金
や
押
収
品
は
当
該
ミ
ッ
シ
の
収
入
と
な
り
、

遺
産
分
割
手
続
に
関
し
て
、
手
数
料
と
し
て
当
該
価
値
の
十
分
の
一
が
そ
の
帰

属
収
入
と
な
っ
た
。
ま
た
国
王
使
節
任
務
の
旅
行
の
た
め
に
国
家
領
の
利
用
、

領
館
で
の
宿
泊
、
食
事
や
応
接
な
ど
の
利
便
を
享
受
し
た
。
そ
の
人
身
の
保
護

は
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
期
に
改
定
さ
れ
た
『
サ
リ
カ
法
典
』
で
は
三
倍
額
の
人
命
金

で
、『
フ
リ
ー
セ
ン
法
』
の
規
定
で
は
、
九
倍
額
の
人
命
金
で
保
護
さ
れ
て
い
る
。

菊
地
氏
は
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
存
在
形

態
が
詳
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
「
ミ
ッ
シ
・
ド
ミ
ニ
キ
」
の
実
体
を
、
史

料
の
博
捜
と
鋭
い
問
題
意
識
と
を
も
っ
て
多
角
的
に
解
明
し
、
国
際
的
に
も
カ

ロ
リ
ン
グ
朝
国
家
研
究
に
多
大
な
寄
与
を
果
た
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
書
を
令
和
六
年
度
日
本
学
士
院
賞
に
ふ
さ
わ
し
い

と
判
定
し
た
。

主
要
業
績

【
書
籍
】

二
〇
一
五
年
五
月
﹇
共
著
﹈
│
歴
史
学
研
究
会
編
『
歴
史
学
と
、
出
会
う : 

四
一
人
の
読

書
経
験
か
ら
』
青
木
書
店
（
担
当
：「
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
／
井
上
泰
男
・
渡
邊
昌

美
訳
『
王
の
奇
跡
│
王
権
の
超
自
然
的
性
格
に
関
す
る
研
究
／
特
に
フ
ラ
ン
ス
と

イ
ギ
リ
ス
の
場
合
』」
一
九
〇－

一
九
五
頁
）。

二
〇
一
六
年
一
二
月
﹇
共
著
﹈
│
池
田
嘉
郎
・
上
野
愼
也
・
村
上　

衛
・
森
本
一
夫
編

『
名
著
で
読
む
世
界
史
一
二
〇
』
山
川
出
版
社
（
担
当
：「『
ロ
ー
ラ
ン
の
歌
』」
一
六

五－

一
六
七
頁
）。

二
〇
一
八
年
四
月
﹇
共
著
﹈
│
堀
越
孝
一
編
『
悪
の
歴
史 

西
洋
編
・
下
』
清
水
書
院
（
担

当
：「
ピ
ピ
ン
：
そ
の
登
極
を
め
ぐ
る
角
逐
と
排
除
」
二
〇－

三
二
頁
）。

二
〇
二
〇
年
五
月
﹇
共
著
﹈
│
中
野
隆
生
・
加
藤　

玄
編
『
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
を
知
る
た

め
の
五
〇
章
』
明
石
書
店
（
担
当
：「「
フ
ラ
ン
キ
ア
」
か
ら
「
フ
ラ
ン
ス
」
へ
：「
フ

ラ
ン
ク
人
」
小
史
」
二
二－

二
八
頁
）。

二
〇
二
〇
年
八
月
﹇
共
著
﹈
│
三
浦　

徹
編
『
七
五
〇
年 

普
遍
世
界
の
鼎
立
』（
歴
史
の

転
換
期
3
）
山
川
出
版
社
（
担
当
：「
第
二
章
：
西
方
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
形
成
」

七
九－

一
三
一
頁
）。

二
〇
二
一
年
九
月
﹇
単
著
﹈
│H

errschaft, D
elegation und K

om
m

unikation in der 
K

arolingerzeit. U
ntersuchungen zu den M

issi dom
inici (751– 888) (M

onum
enta 

G
erm

aniae H
istorica, H

ilfsm
ittel 31), 2 vols., W

iesbaden: H
arrassow

itz.

二
〇
二
二
年
二
月
﹇
共
著
﹈
│
高
山　

博
・
亀
長
洋
子
編
『
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的

結
合
体
：
統
治
の
諸
相
と
比
較
』
東
京
大
学
出
版
会
（
担
当
：
加
藤
玄
・
菊
地
重
仁



一
一

「
第
二
部
総
説
：
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
治
的
結
合
体
と
そ
の
統
治
」
一
二

一－
一
二
九
頁；

菊
地
重
仁
「『
恩
恵
』
の
剥
奪
：
フ
ラ
ン
ク
諸
王
の
統
治
に
お
け

る
『
威
嚇
』
行
為
に
関
す
る
一
考
察
」
一
三
一－

一
五
〇
頁
）。

【
論
文
】・
・
・
全
て
単
著

二
〇
一
二
年
三
月
│“C

arolingian capitularies as texts: significance of texts in the 
governm

ent of the Frankish kingdom
 especially under C

harlem
agne”, in: 

C
onfiguration du texte en histoire, edited by O

sam
u K

ano (G
lobal C

O
E 

Program
 International C

onference Series N
o. 12), N

agoya, pp. 67–80 （﹇
翻
訳
﹈

「
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
カ
ロ
リ
ン
グ
期
カ
ピ
ト
ゥ
ラ
リ
ア
。
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
統
治

に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
の
意
義
に
つ
い
て
│
│
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
治
世
を
中
心
に

│
│
」
加
納
修
編
『
歴
史
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
布
置
』（
グ
ロ
ー
バ
ルC

O
E

プ
ロ
グ

ラ
ム
「
テ
ク
ス
ト
布
置
の
解
釈
学
的
研
究
と
教
育
」
第
一
二
回
国
際
研
究
集
会
報
告

書
）
名
古
屋
大
学
、
二
〇
五－

二
一
五
頁
）。

二
〇
一
三
年
二
月
﹇
博
士
学
位
論
文
﹈
│“U

ntersuchungen zu den M
issi dom

inici. 
H

errschaft und D
elegation in der K

arolingerzeit”,  D
issertation: Ludw

ig-
M

axim
ilians U

niversität M
ünchen.

二
〇
一
三
年
一
〇
月
│“R

epresentations of m
onarchical “highness” in C

arolingian 
royal charters”, in: Problem

s and Possibilities of Early M
edieval C

harters, 
edited by Jonathan Jarrett &

 A
llan Scott M

cK
inley (International M

edieval 
R

esearch 19), Turnhout: B
repols, pp. 187–208.

二
〇
一
四
年
一
一
月
│
「
中
心
と
周
縁
を
結
ぶ
：
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
お

け
る
命
令
伝
達
・
執
行
の
諸
相
に
つ
い
て
」『
西
洋
史
研
究 

新
輯
』
四
三
、
二
八－

五
一
頁
。

二
〇
一
四
年
一
二
月
│
「
複
合
国
家
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ク
帝
国
に
お
け
る
「
改
革
」
の

試
み
：
カ
ー
ル
大
帝
皇
帝
戴
冠
直
後
の
状
況
を
中
心
に
」『
西
洋
中
世
研
究
』
六
、

一
六
〇－

一
七
四
頁
。

二
〇
一
八
年
六
月
│“Prädikate und Epitheta als A

nrede und Selbstbezeichnung: 

eine U
ntersuchung zu ihren B

edeutungen in der schriftlichen K
om

m
unikation 

der K
arolingerzeit”, in: Écriture et genre épistolaires (IVe-X

Ie siècle), edited by 
T

hom
as D

esw
arte, K

laus H
erbers &

 H
élène Sirantoine (E

PISTO
L

A
 1: 

C
ollection de la C

asa de Velázquez 165), M
adrid: C

asa de Velázquez, pp. 49–
58.

二
〇
一
九
年
一
二
月
│“Threat and m

enace for stability: on the use of sanction 
clauses under the early C

arolingians” , in:  Spicilegium
 3, pp. 15–25.

二
〇
二
三
年
二
月
│“A

uthority at a distance: popes, their m
edia, and their presence 

felt in the Frankish kingdom
”, C

om
m

unicating Papal Authority in the M
iddle 

Ages, edited by M
inoru O

zaw
a, Thom

as W
. Sm

ith &
 G

eorg Strack (Studies in 
M

edieval H
istory and C

ulture), London: R
outledge, pp. 13–30.

二
〇
二
四
年
二
月
│“M

onks, m
onasteries, and pastoral care in the C

arolingian age: 
som

e rem
arks on its conditions”, Pastoral C

are and M
onasticism

 in Latin 
C

hristianity and Japanese Buddhism
 (ca. 800–1650), edited by Toshio O

hnuki, 
G

ert M
elville, Yuichi A

kae, &
 K

azuhisa Takeda (V
ita regularis 84), Lit Verlag, 

M
ünster, pp. 27–48.




